
 

 

 
 
 
 
 
 
従来わが国では、2 種類以上の異なるワクチンにつ

いて同時接種を行うのでなければ、生ワクチン接種

後は 27 日以上、不活化ワクチン接種後は 6 日以上の

間隔をあけて次の異なるワクチンを接種すると定め

られていた。その理由として､ワクチン同士の干渉作

用の可能性や有害事象が発生した場合の因果関係評

価への影響が考えられていた。 
一方、海外では、注射する生ワクチン同士は 27 日

以上の間隔をあけるが、2 種類以上の不活化ワクチン

あるいは不活化ワクチンと生ワクチンはどんな間隔

でも接種可能とする国が大多数である。経口投与す

る生ワクチンも他のワクチンとの接種間隔に制限を

設けない場合がほとんどである。注射する生ワクチ

ン同士以外は、接種間隔の差異はそれぞれのワクチ

ンにほとんど影響をおよぼさないと考えられている。 
2020 年 10 月のロタウイルスワクチン定期接種化

に際して、その他にも接種するワクチンの多い乳児

期において確実な接種機会を確保する観点からも、

接種間隔の規制を緩和する検討が行われた。その結

果、注射する生ワクチン同士以外は、有効性や安全性

の観点から接種間隔の規制緩和について懸念される

研究報告は見当たらず、制限が緩和された（図 1）。 
また、今回の改正事項ではないが、医師が必要と認

めた場合は 2 種類以上の予防接種を同時に行うこと

ができる（「同時接種」）。「医師が必要と認めた場合」

についての具体的な指針は明示されてないが、被接

種者を感染症から予防するとともに、安全な予防接

種を行うという、実施医師の適切な判断に委ねられ

ると考える。同時接種の利点は、複数の疾患に対する

免疫の早期獲得、接種率の向上、被接種者や保護者の

経済的・時間的負担軽減、医療者の時間的負担の軽減

が挙げられる。同時接種は、それぞれのワクチンを身

体の異なる部位に接種する。複数のワクチンを同一

の注射器に混合して接種してはならない。 
 同じ種類のワクチンの接種を複数回受ける場合は、

ワクチンごとに決められた間隔を守る必要があるの

で混同してはならない。たとえば、四種混合（ジフテ

リア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ混合；DPT-IPV）

ワクチンの 1 期初回接種を 3 回行う場合、1 回目と 2
回目、2 回目と 3 回目は、それぞれ 20 日以上の間隔

をあけて接種する。DPT-IPV の 1 期追加接種（通算

4 回目の接種）は、1 期初回 3 回目の接種から 6 か月

以上の間隔をあけて行う。 
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「予防接種法第５条第１項の規程による予防接種の実施について」の一部改正について 

2020 年 10 月 1 日から、異なる種類のワクチンの接種間隔の規定が変更となった。注射生ワクチン同士を接種す

る場合のみ、間隔を 27 日以上あけるという従来からの制限が継続される。その他の種類の異なるワクチンの組み

合わせについては、接種間隔に一律の日数制限は設けないこととなった。一方、同じ種類のワクチンの接種を複

数回受ける場合は、ワクチンごとに決められた間隔を守る必要があるので混同してはならない。 
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